
1.実践の概要

本校は全校生徒1,000人余の､諏訪地区唯一の私学である｡ 爽やかな制服の着こなし､
挨拶の指導に力を入れる｡ 比較的スポーツや文化活動も活発である｡ 学習面においては､

大きな目標を掲げコツコツ取り組む生徒から基礎学力定着を目標とする者まで 幅広いタ

イプの生徒がいる｡各授業においてもそのような生徒たちの興味関心をひきっけた上で､

各人にあった学力を身に付けられるよう 我々教職員も工夫を試みている｡ 現代社会では

新聞 ･雑誌 ･テレビ･ラジオといったように様々な情報源が生徒を取り囲んでいる｡ この

馴染みある情報収集手段を教科指導にも活かしていければという思いを全職員が抱いてい

る｡例えばその取り掛かりとして新聞記事を教育に活用する (NIE)ことを各教科で実践

し始めている｡以下その実践例をいくつか紹介したい｡

① 社会科 (現代社会)

各自新聞記事の切り抜きノートを作成させ､それに対する意見 ･感想を書かせた｡

記事の選択は基本的に自由であるが､時に ｢ティーンズメール｣(朝日)や ｢小泉内
閣誕生｣等のテーマを課して実施もしている｡

② 英語科

｢新聞記事の見出し｣をいかにも ｢見出し｣らしく和訳する練習を行った｡

【資料 1】

③ 国語科

授業の導入として新聞記事から抜粋したものをプリントにし生徒に配布する｡その

記事に対する意見発表や簡単な作文を書かせた｡

④ 現代文明論

本校の特筆すべき教科 (科目)である｡様々な視点を切り口に ｢建学の精神｣への

深い理解と､あらゆる社会問題に積極的に対応できる力を養うことを目的とした授業

を展開している｡基本的に1年間の前半は担任によるクラス個別授業､後半は各主任

教諭等による講話を学年全体で実施している｡本教科書と共に､授業者が工夫を凝ら

した副教材を多用するのがこの授業の特徴である｡中でも､新聞記事を使用し､授業

展開する教員は多い｡

なお､私も昨年は1学年担任としてディベートを取り入れた授業を年間通して実施

した｡その実践報告は後程紙幅を割いてまとめたい｡
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⑤ NIE係としての取り組み

NIE係は少しでも全教職員に ｢NIEとは何であるのか｣ということを知っても

らい､授業に新聞を使用した授業を試みてもらえるよう､この1年間働きかけを行っ

てきた｡

①～④のような教科での実践に到るまでに､いくつかの試みをしてきた｡それをまと

めると､

i 毎日新聞連載の ｢教育に新聞を｣(妹尾彰著) 【資料2】
止 日本損害保険協会 ｢高校教育資料｣夏号における ｢NIEによる授業展開｣

といったものをコピーし､教職員へ配布する｡または､興味を持っているが方法論に

苦心している教職員がいた場合､個別に説明をし取り組みまでのお手伝いをする｡

というものである′｡

2.新聞の設置場所と整理方法

本館 1階事務室槙には､全校生徒の目に触れることが出来る各種コンクールや展覧会の

応募を募るポスターなどが貼られる掲示板が設置されている｡ そこには各新聞会社からい

ただく新聞ニュース (写真と数行の記事が入ったもの)も掲示されている｡同場所には棚

が置かれ､生徒は興味を持って各新聞を自由に閲覧できるようになっている｡

また､職員室には朝日･毎日･信濃毎日･長野日報 ･茅野市民新聞 ･スポーツニッポン

といった新聞が､流し台前のコーナーに常時据えられている｡ 職員も､自分の授業へ取り

入れる時事問題等情報源の吸収を､授業後の覇鋸 ､の時間､ちょっとお茶を入れて休憩を-

等という時に極気軽に行える環境にある｡

更に､付属推薦入試で受験をした生徒にとっては､12月の合格発表後に大学側から課さ

れたレポート課題に取り組むため､自然と職員室一角のこのコーナーは盛んに生徒によっ

ても利用されるようになる｡

なお､整理方法であるが､約一週間ごとに情報を取り出しやすいよう新聞整理を行い､

一ケ月を目安に大幅な整理も実施している｡特に､授業 ･学校運営などに利用度が高く､

意義の見出せる記事は切り抜き､スクラップ保存を行っている｡

3.具体的実践内容 (『現代文明論』ディベート学習での取り組み)

① NIEに取り組む契機と実施教科について

私自身が昨年夏季に本学園主催の ｢ディベート教職員研修｣に参加したことが直接

の契機となり､ホームルームクラスの 『現代文明論』更にはHRの時間を使ってNI

Eに取り組んだ｡簡単ではあるが､その実践報告をする｡

② テーマ (ねらい)

年間通して､理論的思考力を養うためにディベートという手法を使った 『現代文明

論』の授業を展開する｡また､自己の意見を時に押し殺す冷静な討論の際に必要な､

自分たちにとって最も的確な情報を探し出す (必要な情報を取捨選択する力を身に付

ける)上でも新聞学習を実践する｡
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③ 年間通しての授業の流れ

Ⅰ 4月の高遠研修にて､本クラスの9割が初めてディベートに触れる｡

Ⅱ 8月夏季休業明け､ディベートを取り入れた形で授業を進める｡

Ⅲ 9月9日｡ 本校学校見学会 (体験入学に準ずるもの)｡論題 ｢本校は早急に学校

週五日制にすべきである｣｡あえて高遠研修で馴染みのあった論題を選択し､生徒

とディベートとの距離を縮め､グループ学習の楽しさ･ディベートの楽しさを味わ

わせる｡初めての試合形式をとる｡

Ⅳ 10月22日｡ 本学園教育開発研究所 ｢教育改革キャラバン｣と､本校の共催による

研究授業｡論題 ｢日本は少年法を改正すべきである｣｡本格的に多くの資料を必要

とする試合となる｡

Ⅴ Ⅳで行った研究授業でのディベートを振り返り､当時連日ニュースでも取り上げ

られ､大きな社会問題にもなっていた少年犯罪についてより深い討論を実施｡

Ⅵ Ⅴで意見を求める内に法律 ｢少年法｣改正をめぐる諸問題を自分のこととして考

･え､少年犯罪の背景や､少年を取り巻く状況に思いを致す｡

㊨ 10月22日､研究授業における指導案 (③Ⅳに該当する資料) 《注 一部省略あり≫

･教科､科目名

･期日

･実施クラス

･実施場所

･概要

･使用教材

･配当時間

･後期のねらい

総合文明･現代文明論

2000年10月22日 (冒)

1年C組 (男子26名 ･女子15名 ･計41名､公欠10名)

3年A組

ディベート｢日本は少年法を改正すべきである｣

教科書 ｢新高校現代文明論｣ ･同資料編 ･各社新

聞記事 ･『少年法概説』を始めとする資料本各種

9時間 (本時間は7時間目)

これまでにディベートのごく基本的な知識は定着したものとし､｢ディベート方法

を身に付けること｣･｢ディベートを見せることに主眼を置く｣授業から､｢ディベー

トという手法を使って現代文明論の授業を展開する｣ことへ目標を設定しなおした｡

･本時のねらい

① 資料収集 ･整理能力が向上する｡

② 論理的思考力が向上する｡

③ 口頭による表現力が向上する｡

④ 問題を客観的に分析する力が向上する｡

⑤ ｢少年法｣についての理解を深め､自己の生き方を見つめ直す｡

･本時の授業

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1

2

1

2

入

関

導

展

指導項目

本時の目標の確認

各自の役割の確認

立論スピーチ

質問

指導上の留意点

･フォーマットを黒板に掲示する｡

･発言者は明瞭にスピーチするよう指示を

する｡
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ヽ

ヽ

3

4 について

まとめ 少年犯罪を取り巻く社会

環境 ･諸問題について

･自分の個人的な感情や見解に関係なく､

聞き手はフローシートにメモをとる｡

･社会環境 ･自己の問題等を意識させる｡

･加害者 ･被害者の両立場で少年法｣を

捉えることによって自己の生き方に投

影させる｡

･評価

Ⅰ ディベートルールの中で明瞭かつ積極的に発言できたか｡

Ⅱ 発言者の論点を理解し､フローシートに的確に書き込むことができたか｡

Ⅲ 少年法 ･少年を取り巻く諸問題に関心を持ち､自己の生き方に投影させられたか｡

Ⅳ グループ全体でディベート資料を探し､豊富な情報の中から的確な情報を取捨選

択できたか｡

･本時のディベーター 肯定側 3班 (5人)､否定側2班 (5人)

･司会進行

･時計係

･記録 (板書)係

雨宮由季 ･村上 満

赤沼優美

新村栄里

⑤ 研究授業のまとめに

研究授業におけるディベート試合の結果は､たまたま ｢少年法は改正すべきである｣

という論題に対し肯定側の立場をとった3班が､残り4つの班の公正なジャッジによ

り勝った｡ただ､ここで授業が終了してしまうと④の ｢後期のねらい｣にあるように､

｢ディベートを見せる｣ことに終始し､｢ディベートという手法を使って現代文明論の

授業を展開する｣ことにはいたらない｡

そこで､ディベート終了時点で､生徒から司会を引き継いだ私は､少年犯罪､そし

て少年法についての認識を深めてもらうために一つの資料を配布した｡日本世論調査

会による､少年法改正などについての全国世論調査結果についての記事である｡ (信

濃毎日新聞 ･2000年10月15日より) 【資料3】

こちらも ｢少年法改正91%が賛成｣と大見出しが踊っている｡

更に､｢厳罰化｣支持は国民の4割程度であるということや､少年法において改正

すべき点などにも言及されている記事を見っっ､

1)本日のディベート の勝ち負けだけにこだわるのではなく､ディベー ト試合を

するためにグループで考え､意見交換をしてきた過程も大切にすること｡

2)当時まだ国会で審議中であった ｢少年法改正｣について肯定 ･否定両側から捉
える視点を持っことから､常に物事を公平に見っめられる姿勢を持っこと｡

という説明二点を付け加えた｡

⑥ ディベート学習を振り返って

1年間を通じ学習してきたディベート学習に対するアンケート用紙 【資料4】を､

生徒全員に配布した｡気取らずありのままの素直な気持ちで､自己の授業への取り組
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み方を振り返らせることができた｡ NIEに深く関係する質問事項としては､ 【資料
4】の2のス､3のア･工､4のエ辺りが該当する｡集計結果を見て特筆すべき点は､

思いのほかディベートの基本的ルールを身に付けること以上に､論題に対する肯定側 ･

否定側に必要な資料を集めることに対しての苦労を生徒たち自身が実感している点で

ある｡ 現代は情事酎ヒ社会といわれ､情報が氾濫しているといっても過言でない時代だ

からこそ､自分たちにとって何が必要な情報であり､どのような情報を重視しなけれ

ばならないのかという点に対してなかなか戸惑った経験をした様子である｡

残念ながら普段の机上の学習では､教員が ｢教える人｣､生徒が ｢教わる人｣とい

う授業の関係が定着しがちである｡つまり､必要な資料や情報が既に取捨選択され､

選りすぐられている物として吸収する方法に慣れている生徒たちは､ この1年間の

『現代文明論』ディベート授業の中で､多くの中から限られたものを選ぶ方法を少し

は学べたのではないかと考える｡

《注 その他 【資料5】～ 【資料8】を参照≫

4.実践についての感想と今後の課題

本校図書館を皮切りに､自宅の書棚､地元の図書館､そして､放課後の時間を利用して

有志十数名による茅野市の図書館での下調べは非常に有効であった｡膨大な資料の中から

効率良く自分たちの探しものを見っけ出す方法を司書の方に教わる機会にも恵まれた｡茅

野市図書館の方々には改めて感謝申し上げたい｡そして､傍らに居た私も､その生徒たち

の生き生きと作業する姿に喜びを覚えたと同時に､これから益々情報に埋もれることなく､

自分にとって必要なものを素早く見っけ出す能力が必要になってくることを実感していた｡

多少オーバーな表現になるかもしれないが､その能力が高いことが最終的にはその人間の

生き方をも左右してくるような気さえした｡

なによりも今回の実践を経て､生徒たちが受動的でなく積極的に ｢自ら問題提起し､そ

の解決策を情報 ･資料による裏づけによって解決する力｣が見受けられるようになったこ

とは大変大きな収穫であった｡今にして思えば ｢ディベート｣の試合内容自体は決して高

度なものではなかっただろうし､まだまだ勉強不足の面が否めない｡が､生徒が時には

｢部活に間に合わない!｣などとぼやきながらも放課後の教室で､男女の性差も無いほどに

膝を交えて調べものをしている姿があったということが､彼らにとっても貴重な体験だっ

たのではない かと思っている｡

今春初めにクラス替えがあり､このクラスを構成していた生徒たちが､再び新クラスに

おいて今回得ただろう (!?)力で主体的な姿勢を維持してくれることを望んで実践報告

を終わりにしたい｡
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人
が
戦
い
だ
記
事

見
出
し
の
ル

ー
ル
も
自
然
と
身
に
付
い

た
｣
｡
来
年
厚
も
韓
け
､
記

事
を
読
ん
で
｢英
語
の
見
出

し
を
何
り
る
｣
取
り
組
み
も

し
た
い
と
考
え
て
い
る
｡

酌

嗣
酢
..

を

考

え

る

妹尾 彰

今
回
か
ら
総
合
学
習
に
例
示

さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
を
中
心

に
､
新
轡
信
用
の
ヒ
ン
･L
と
教

師
の
夷
践
例
を
具
体
的
に
紹
介

し
ま
す
｡
ま
ず
､
子
ど
も
が
取

り
組
み
や
す
い
コ
ラ
ム
､投
首
T

4
コ
マ
マ
ン
ガ
を
取
り
上
げ
ま

す
｡☆
コ
ラ
ム
☆

コ
ラ
ム
が
多
く
活
用
さ
れ
る

の
は
､
文
章
の
手
本
に
な
り
､

社
会
問
題
を
考
え
る
兼
材
が
多

い
か
ら
で
し
ょ
う
｡
学
習
方
法

と
し
て
①
書
き
写
す
②
要
約
す

る
③
感
想
を
善
く
⑧
見
出
し

(髄
)
芥
考
え
る
ー
I
な
ど
が

あ
り
ま
す
｡
最
近
､
入
学
試
験

に
小
輸
文
を
取
り
入
れ
る
大
学

が
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
コ
ラ

ム
を
教
材
に
使
う
高
校
が
さ
ら

に
増
え
て
き
ま
し
た
｡そ
の
際
､

中

･
高
校
生
に
関
心
の
あ
る
題

材
を
選
ぶ
こ
と
や
コ
ラ
ム
ノ
ー

ト
を
作
っ
丁
癖
続
す
る
こ
と
が

東
署
で
す
｡

☆
投
書
☆

N

I
E
が
活

発
に
な
っ
て
き

た
こ
と
か
ら
小
･
中
･
高
校
生

の
役
者
も
多
く
載
っ
て
い
ま

す
｡
投
垂
を
読
ん
で
自
分
の
意

見
を
ま
と
め
LJ
り
､
他
人
の
意

教材化の工夫が重要コラム･投書･マンガ
兄
を
聞
く
こ
と
は
､
多
様
な
考

え
方
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
京

す
｡参
考
に
な
る
の
は
有
騎
進

一

教
練

(神
奈
川
県
藤
沢
市
立
最

後
中
)の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
す
.

関
心
の
あ
る
投
書
を
用
紙
の
中

央
に
野
り
､
上
の
ス
ペ
ー
ス
に

自
分
の
感
想
､
下
に
は
家
族
の

感
想
､
左
右
に
は
他
の
人
に
聞

い
て
み
LJ意
見
の
要
点
を
古
く

と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
で

す
｡☆
4
コ
マ
マ
ン
ガ
☆

4

コ
マ
マ
ン
ガ
は
社
会
を
映

す
鏡
で
す
｡
笑
い
の
中
に
考
え

さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
多
く
､
新

聞
活
用
の
第

一
歩
と
し
て
幼
果

的
で
す
｡
①
4
コ
マ
を
パ
ラ
パ

ラ
に
し
て
か
ら
正
し
く
並
び
替

え
る
②
吹
き
出
し

(セ
リ
フ
)

を

t
郡
空
自
に
L
T
痘
白
の
セ

リ
フ
を
入
れ
る
1

こ
と
で

①
は
的
理
的
愚
考
を
②
峠
甥
別

宴

育
て
る
の
に
そ
れ
ぞ
れ
役

立
ち
ま
す
｡新
聞
の
活
用
に
は
､

紙
面
を
ど
の
よ
う
に
教
材
化
ず

る
か
の
工
夫
が
特
に
豊
要
で
し

ょ
う
｡
次
回
は

｢平
和
学
智
｣
｡

(
N
-
E
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
)

曹

u
.I
i
.k

p
..

を

考

え

る

妹尾 彰

N
I
E
の
素
顔
で
は
今
後
､

新
聞
を
べ
-
ス
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
漕
用
が
多
く
な
っ
て
き

ま
す
｡そ
れ
LJけ
LJt情
報
と
は

何
か
″
″情
報
を
選
択
し
着
用

す
る
ポ
イ

ン
ト
は
何
か
″
と
い

っ
た
F
槻
也茜
の
轟
を

し
っ

か
り
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

大
阪
市
立
天
王
寺
中
の
植
田

恭
子
数
的
が
昨
年
､
1
年
生
で

〝メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
新
聞
を

W

.ス
る
″
を
テ
ー
マ
に
行
っ
LJ

乗
顔
を
招

介
し
ま
し
ょ
う
｡

ク
ラ
ス
を
LD
班
に
分
け
､
新

聞
の
狩
夏
草
れ
ぞ
れ
異
仕
的

に
検
証
す
る
も
の
で
す
｡

A
班
は
｢柁
碍
性
｣
.
ト
キ

に
関
す
る
掌

や
写
共
を
ス
ク

ラ
ッ
プ
し
ま
L
eJ.B
班
は
｢双

方
向
性
｣
O
殻
一
柳
蓋

し

T
轟
竃

C
班
は
T確

新聞の楽 しさ実感情報学習

硬
性
｣
｡
｢肢
神
6
年
ぶ
り
首

位
｣
(昨
年
6
月
10
日
)
に
関

す
る
在
阪
5
紙
の
見
出
し
､
把

手
､
写
兵
を
切
り
抜
考

台
紙

に
資
っ
丁
丘
較
し
ま
L
LJ｡
D

班
は
〓
■
性
｣
｡
字
慧

頁

で
伊
半
へ
-
泊
措
圧
し
LJ休
戦

を
声
告
(こ
斬
伽
霞

岳
L

LJ.
E
班
は
｢群
相
性
｣
｡
N

H
K
の
｢
ニ
ュ
ー
ス
9
｣
を
ビ

デ
オ
に
と
り
､
番
場
内
容
冴
i

書
出
す
.
そ
し
て

翌
日
の
明

刊
の
見
出
し
差
-す
べ
て
一
書
出

し
V

新
聞
と
テ
レ
ビ
の
冊
相

生
を
比
べ
声
レ
た
｡
各
班
は
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
を
換
旺
し
た

後
へ
み
ん
な
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

p
R
コ
ビ
上
質
作
り
､
党
葬
し

ま
し
た
-1
写
r

D
班
の
作
吊

は
〟撃

あ

で
あ
な
た

の
手

に
わ
た
る
新
聞
轟

ん
で

み
ま
せ
ん
か
ガ
で
L
uJO
相
田

毅
地
の
姑
で
は
､
学
習
後
に
多

く
空
重
が
｢新聞

の
面
白
さ

か
分
か
っ
て
き
LJ
)
こ
れ
か
ら

は
新
佃
を
し
っ
か
り
耽
み
た

い
｣
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
そ

う
で
す
｡

次
回
か
ら
｢福
仙肇
由
E
を

2
回
連
載
し
ま
す
O

(N
-
E
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
)
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少年法を改正すべき点

刑罰の連用年齢を引き
下げるなど艦Zq化

少年に被害の大きさや按害者の
心付を知る織会を与える

検察官を立ち会わせるなど､
成人の裁判に近づける

被害者が少年審判の内容を
知ることを可能に

少年の育った媒珠を調べ､
改善する仕組みを強化

闇 20･2

圃 1212

% 1012

圃 8･2

少年の名前や頗売悪露 是&415

貞曜書善書i

島
田
が籍

Ea

岳誓PPdk

少
年
法
改
正
に
は
九
1
%
が

賛
成
し
た
｡
た
だ
改
正
点
と
し

て
､
与
党
改
正
美
空

仕と
な
っ

て
い
る

｢厳
罰
化
｣
を
支
持
し

た
人
は
全
体
の
四
〇
%

(賛
成

派
の
四
四
%
)に
と
ど
ま
っ
た
｡

青
少
年
間
男
の
中
で
最
優
先

で
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
挙
げ

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ

｢凶
悪
事

件
｣
が
二
五
%
｡
次
い
で

｢い

じ
め
｣
t三
%
､

｢家
庭
や
学

校
で
の
暴

R二
九
%
'

｢不

登
校
や
引

きこ
も
り
｣
一
一
%
､

｢学
級
崩
壊
｣
九
%
-
な
ど
の

順
だ
っ
た
｡

こ
う
し
た
問
題
が
起
き
る
要

因
(複
数
回
答
)と
し
て
は

｢青

少
年
自
身
に
問
題
が
あ
る
｣
は

1
八
%
で
､

｢家
庭
に
問
題
｣

が
最
も
多
く
六
四
%
'

｢大
人

の
モ
ラ
ル
や
価
値
観
な
ど
社
会

全
体
に
問
題
｣が
四
四
%
､
｢テ

レ
ビ
や
稚
托
､ゲ
ー
ム
に
問
潜
｣

が
二
四
%
と
､
家
庭
や
社
会
環

境
の
問
髄
が
大
き
い
と
み
る
人

が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
｡

｢少
年
法
や
教
育
基
本
法
な

ど
法
律
に
問
題
が
空

亡
と
す

る
人
は
一
四
%
と
少
な
か
っ
た

が
､少
年
法
改
正
に
は
｢賛
成
｣

が
六
四
%
'

｢ど
う
h赤
と
言

え
ば
賛
成
｣
が
二
七
%
と
､
ほ

と
ん
ど
が
賛
成
｡

そ
の
1つ
ち
四
四
%
は
厳
罰
化

を
求
め
た
が
､

｢少
年
が
被
害

者
の
心
情
を
知
る
機
会
を
与
え

る
｣
二
〇
%
'

｢被
害
者
が
少

年
審
判
の
内
容
を
知
る
こ
と
が

で
董

つ
に
す
る
｣
一
〇
%

と
､
被
害
者
対
策
が
必
要
と
す

る
人
も
多
か
っ
た
｡

【注
】
小
数
点
一
位
を
四
捨

五
入
し
た
｡

非
常
に
危
険
な
雰
囲
気

坪
輪
家
の
芹
沢
俊
介
さ
ん
の

括

少
年
法
改
正
に
賛
成
す
る

割
合
が
予
想
以
上
に
高
い
｡
衝

軽
的
な
事
件
が
相
次
い
だ
と
は

い
え
､
統
計
を
み
れ
ば
少
年
の

凶
悪
事
件
の
件
数
が
急
に
増
え

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
C
そ
う

し
た
実
態
を
知
Ih矛
､
子
ど
も

を
む
や
み
に
怖
が
っ
て
ヒ
ス
テ

リ
ッ
ク
に
反
応
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
｡
現
代
は
リ
ス
ト
ラ

や
雇
用
形
態
の
変
化
な
ど
既
存

の
価
値
観
が
崩
れ
'
大
人
が
自

信
を
失
っ
て
い
る
｡
そ
ん
な
中

で
子
ど
も
た
ち
の
問
魅
行
動
に

接
し
､
個
々
が
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
何
を
す
べ
き
か
鼻
考
え
ず

に
､
無
力
感
か
ら
安
易
に
国
家

や
制
度
に
依
存
し
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
｡
奉
仕
活
動
載
移

化
に
賛
成
す
る
割
合
の
高
さ
に

も
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
｡
今
な

ら
子
ど
も
鼻
厳
し
く
処
通
す

政
策
が
何
で
も
通
り
そ
~

非
常
に
危
険
な
雰
囲
気
ナ

博
沸
毎
日
新
聞
社
加
盟
の
日
本
世
論
調
査
会
は
九
月
三
十
日
と
十
月
一
日
の
両
日
､
凶
悪
事

件
や
学
校
の
い
じ
め
な
ど
青
少
年
を
め
ぐ
る
問
魁
や
'
国
会
で
審
識
中
の
少
年
法
改
正
な
ど
に

つ
い
て
全
国
世
論
調
査
を
実
施
､
国
民
の
意
織
を
探
っ
た
O
青
少
年
問
題
の
中
の
最
優
先
課
題

と
し
て
は

｢凶
悪
事
件
｣
を
挙
げ
た
人
が
四
人
に
1
人
で
最
も
多
か
っ
た
｡
し
か
し
小
麦
で

｢い
じ
空

｢家
庭
や
学
校
で
の
恭

RJ
が
続
き
､
こ
れ
に

｢不
登
校
｣

｢学
級
崩
壊
｣
を
合

わ
せ
る
と
六
〇
%
を
超
え
､
教
育
現

場の
課
潜
を
重
視
す
る
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
｡

【関
連
記
事
5
面
に
】

｢厳

罰

化
｣支

持

は

4

割

〔資料7〕
ディベートで大切なことディベート全体におけるポイント

1.始理的(=意見青書う

与えられた輪唱に対して､肯定rRrJでも否定lRIJでも､自分たちの立場を純理的に主張

しなければなりません｡感付的な意見やただ何となくではなく､｢○○だから△△で
ある｣というように､根拠を示しながら聞いている人が納得できる主張をすることが

大切です｡

2.グループで意JLをまとめる

グループの中の異なった意見をまとめて､自分たちの主張を作ることが必要です｡

また､この主軌 ま､グループ全員が共通に理解して､それぞれの役割の中で-拝して

主張し､次の人につながるようチームワークをよくすることが大切です｡

3.相手の主弓Iをよく叩く

ディベー トでは､自分勝手に主張するだけではいくら話がうまくてもポイントには

なりません｡相手側の立給や反駁をよく恥 ､て捌 宇し､その不備なところを突きなが

ら自分たちの意見がより康れていることを味衆に訴えることが大切です｡

4,要点を兼早く叩き取ってメモする

ディベー トでは､原則として図や資料プリントを配って説明することはせず､言葉

だけのやりとりになりますb従って､相手の行っていることをすべてノー トするので

はなく､大切な部分をまとめてメモすることが大切です｡

5.輸租に対する理解を深める

姶居に対する基本的な知札がないと､的確な反論や相手の不備なところを見つける

ことができません.また､自分たちの主韻もあやふやになりかねません｡当駄 本や

新聞などに日を通して理解を深めることが大切になります｡

6.井料を整理する

意見を言う場合､木や新聞などからの資料を引用すると､その主矧まより確実で強

いものになります｡多くの本を読んで資料を集めたら､即座にその資料を引き出せる

ように整理しておくことが大切です｡

7,公平に㈲きil劣を判断する

特に聴衆や審判では､自分の考えや言う人の好き嫌いにとらわれずに､主張する

内容の重要性や緊急性から肯定側と否定側のどちらが勝っているかを判断しなければ

なりません｡両者の主張をいかに客観的に聞き､話の流れをいかに理解して判Wrす75

かが大切です｡
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それぞれの役割の仕事内容

〔資料3〕
研究授業にての

参考資料

(2001.10.22信毎)

1.立Jl

立掛 ま,それぞれのグループの主張になるものです｡肯定側は立始を導入したと

きのメリットを,否定側はデメリットをあげて､それがいかに重要であるかを分か

りやすく具体的に税明します｡従って､グループ全員でよく練って鋭得力のある分

かりやすい立輪を作ることが大切です｡次の反輪の段階で新しいメリットやデメリ

ットを持ち出すことはできないため､重要と思われることについては立論で触れる

ようにします｡

立始の内容は､聴衆が聞き取りやすく､理解しやすいことを意放して､普通は

段落に見出し文を付け､番号を付けることをします (ラベリングとナンバリング).

発表者は､大きな声で,はっきりと､分かりやすく伝えることに心がけなければ

なりません｡あくまでも相手側ではなく,聴衆に向かって話しかけるという心がけ

が必要です｡

2.7t間

質間では､まず聞き逃した部分や不確かな部分を確認することが必要です｡さら

に､その後の反胎がしやすいように､これから反旅しようとする部分の細かな内容

についてや資料の有無などを質問します｡このときの答えは,相手lRFlの立輪の-都

として考えることができます｡ともすると相手(ArLに向かって指すようになりますが､

ここでも聴衆に発表するつもりで皆に聞こえるように話すことが大切です｡

3.第一反汝･反駁

相手fAltの立瓦削こ対して､そうではないということを反抽します｡このとき､予め

相手の立給を予想して資料を用意し､その資料を示しながら反輪するとより確実な

反掛 こなります｡ここで反論しない部分があると､その部分は相手lAIJの主張を絡め

たことになるので.当然といえる内容でも必ず触れることが必要です｡

否定側第-反論では､肯定側第一反輪の内劉 こついてもさらに反論しなけれれば

なりません｡従って､否定側第一反輪は､肯定fAFr立論と肯定側第一反論の両方に反

指しなければならず､時間配分が難しくなります.

4.第二反始･反駁

今までの言古の流れで,相手側が反輪したことにさらに反指し､最終的には自分た

ちの主張の方が優れていると言うことを力説する役割です｡まとめの意味もあるの

で､時間があればお互いの主張のどちらが重要かを比較をして､｢○○だから自分
たちの方が摩れている)と話すと､略衆にはより分かりやすく､しかも印象深くな

ります｡

この担当者は､自分たちの立輪をよく理解して､これまでのやりとりの内容を整

理して話すことが大切です｡



〔資料4〕
2000.10,22の研究授業後､ディベート自己振り返り力-ド

ディベートを振り返って
1年C絹 畜 氏名

弄直な気持ちでディベートを振り返ってみよう｡(校数解答可)

1､ディベートそのものは良くT)かりましたか?
ア､良く†つかった.
まあまあわかった.
あまり良くわからなかっT:-｡
さっぱり良くわからなかっ1三.
ベートから学んだことはなんですか?

イ
ウ
ェ
イ
ア
イ
ウ
工
オ
刀
キ
ク
ケ
コ
サ
シ
ス
セ

デ2

羽
LT.
I
蛋
aLS
tE
ZPR頼
aL.苧
]-ltJ1]和
JJLJそ

､
､ペ

､
.
､
.
,
､
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､
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I
,
､

リ
タ
イ
ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ク
ケ
コ
サ
シ

3､デ

自分の意見をハッ手リさせることが出来るように在った.
テーマについて詳しく理解できるようになった.
日頃あまり考えたことの尊いことを学ぶことか出来た.
人前でほをすることに偶れた｡
クループ内で協力することを挙ん7E｡
短時間で考えをまとめることが出来た｡
他人の考えをしっかり聞き取ることを学んだ.
どんな論朋にも良い点､覆い点があるこt:を苧ん7E｡
様々な考え万を学ん1:｡
ディベートのやり方雇学んだ｡
正しい判断力を学ぶことが出来た,
答えは一つではないことを学んだ.
下視への大切さを学んだ.
立鳳こよっては自分の岩見とは反対の恵兄を言わなけnIiい
けない時の対応の仕方.
相手の主張をすぐに哩解し､反論するなどの対応の仕方.
その他 (
トをやってきて-古画っr=ことはなんですか?
受け持ったテ-マについての資料を拝すこと.
話すことがなくて匪っr=.
自分の考えを相手に正降に伝えることの難しさ.
集めた梁料をまとめること.
相手の笑問に答えられないこと｡
時間が足りなかっr=こと.
賀Folを出したり､害えたり､まとめたりすることd
立論･反抗が出来なかったこと｡
自分とIa異をる蔑見を言うこと.
相手の賞問を予想する
与えられた時間を上手 うこと｡

〔資料8〕
2000,10,22の研究授業での-コマ
(月刊 望星 増刊 2001年春号 音闘)

4.ディベートをやってきて-寄れしかったことIaをんですか､?
ア､立論
ィ､蔦一反駁
つ､篭=反駁
工､下調べ
オ､質問
カ､その他(

5､クループ学習での際､意見が対立したりまとまらなかった塊面で
あT3:たはとう行動しましたか?
j7,相手の立塩を考えようと心の中で努めた｡
ィ､その場をまとめようと特権的に努めた｡
つ､自分の悪貝を説碩しようと努めた｡
工､黙って見ていた｡
オ､その塩にあえて関わろうとしなかった｡
カ､自分の意見を押し通しr=.
手､その他 (

6､ディベートをまたやりたいと思いますかつ
ア､やりたい｡
ィ､やれこいT)nれはやっても良い｡
ウ､あまりやりr=くない｡
工､やりたくない｡

7､ディベートは楽しかったですか?
ア､楽しかつTT=｡
ィ､結構楽しD＼った｡
ウ､あまり巣しく在かつrC.
工､全く楽しくなかった｡

) 8､学校の授業 (枚育)にディベートは必要だと思います力､?
ア､思う
ィ､思わない｡
(Dアと答えた人は具体的にどんな教科に必要IEと思いますか?
(
②必要ないと答えた人はどうしてですか?その理由を喝潔に述べて下
さい｡
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〔資 料 6〕
本校 での NIE授 業の

取り組み

(2001.2.12茅野 市民 新 聞 )
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